
「復興防災公園（仮称）などを含む真備地区復興計画（改定案）」の 

パブリックコメント集約結果 

 

「復興防災公園（仮称）などを含む真備地区復興計画（改定案）」について，「倉敷市パブ

リックコメント手続要綱（平成２１年１２月８日告示第６８３号）」に基づき市民の皆様から

広く意見を募集しましたが，その結果は次のとおりです。 

記 

１ 意見等の件数 ２６人 １３３件 

２ 御意見の要旨と市の考え方 

次ページのとおりです。（類似の意見はまとめています。） 

３ 今後の予定 

パブリックコメントでの結果を踏まえ，「真備地区復興計画」の改定及び「復興防災公園

（仮称）の基本計画」の策定を令和２年３月３１日に公表しました。 

４ 参考 

意見募集期間 令和２年２月１９日（水）～３月１０日（火） 

 

 

 

 

御意見をお寄せいただきました皆様の御協力に厚くお礼申し上げます。 

倉敷市 建設局 災害復興推進室  



   【真備地区復興計画改定案について】

No. 御意見の要旨 倉敷市の考え方

1

第2章「復興に向けた基本理念・基本方針」中，「1 復
興に向けて共有する思い」について，下から7行目「こ
うした中，私達は」の次に「まずは高梁川と小田川の合
流点について問題視されながら50年〜60年と⻑い間これ
を改善できなかったことの反省に立って，」を挿入すべ
きである。

市はこれまで，関係自治体で構成された協議会や市政懇
談会等を通じて，国や地元選出国会議員等に対し，抜本
的な治水対策である小田川合流点付替え事業の早期完成
を強く要望してきており，今後も継続してまいります。

2

発災後，真備地区で何が起こったのか，市⺠や行政は何
をしたのかなど，高齢者を中⼼とした⼀般市⺠や全国か
らの視察やボランティアで来られた方に伝える場所（真
備支所１階のスペースなど）が必要ではないか。

被災者のための各種支援情報などを，旧真備保健福祉会
館１階に情報コーナーとして設置しているところです。
頂いたご意見につきましては，今後の取り組みの検討に
おいて参考とさせて頂きます。

3

「1-3 高梁川流域における河川の安全性の向上」にお
いて，浚渫，雑木伐採管理，水系への緊急連絡手段，ダ
ム放流のマニュアルづくり等については具体化した表現
になっているが，高梁川本流の右岸については，パイピ
ング現象による堤防崩壊防止のための工事が未だに開始
されていない。小田川水系をいかに補強・強化しても，
高梁川本流の堤防が決壊すれば，明治26年の大洪水再来
となるので，このことを踏まえ「1-3」中，1行目の「樹
木伐採」の次に「高梁川本流右岸堤防の強靭化等」を挿
入してほしい。

市はこれまで，関係自治体で構成された協議会や市政懇
談会等を通じて，国や地元選出国会議員等に対し，高梁
川の堤防強化の早期完成を強く要望してきております。
ご提案頂いた箇所は，現在国において調査設計中と伺っ
ておりますが，引き続き，早期完成を要望してまいりま
す。

4

川辺地区に高台がないので，川辺駅にも避難できるよう
にしてほしい。

駅への避難について，井原鉄道へ確認したところ「川辺
宿駅については無人駅であり，当社で緊急時の対応等は
できませんが，⼀時的な緊急避難場所として駅ホーム及
び階段部分へ立ち入ることに問題ありません。但し，線
路内については列車の運行状況によって危険が生じるこ
とがあります。」 との回答でした。

5

まきび公園は30年水害でも冠水していない。もし決壊し
ても標高や浸水継続時間，浸水の到達時間予測でも遅く
時間的な余裕がある場所である。また，公衆トイレや公
衆電話，観光駐車場もある。施設ではないので開放が間
に合うかの検討を行わなくても利用可能である。以上の
ことから追加指定を検討してほしい。

頂きましたご意見につきましては、今後の取り組みの検
討において参考とさせて頂きます。

6

町内の4カ所の医療・福祉施設（まび記念病院，まきび
病院，ライフタウンまび，シルバーセンター後楽）を指
定避難所（⺠間福祉避難所）として指定してほしい。

シルバーセンター後楽は、市と協定を締結し福祉避難所
となっており、同様にライフタウンまびにつきまして
も、協定を結び福祉避難所とすることができます。な
お、病院につきましては、災害時には福祉避難所として
の役割より医療の機能を担っていただく必要がある施設
と考えております。

7
たけのこ茶屋を含めて周辺を嵩上げして，豪雨の時は避
難所としても使える多目的スペースにしてはどうか。

8 高馬川そばの神社付近に避難所を整備してはどうか。

9
真備公⺠館を避難所として活用できるように規模を拡大
するべきではないか。

10
岡田小学校周辺にも公園（まびふるさと歴史館）があ
り，駐車場の拡大と避難施設の建設が必要ではないか。

頂きましたご意見につきましては、今後の取り組みの検
討において参考とさせて頂きます。
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No. 御意見の要旨 倉敷市の考え方

11

真備の中にあちこち土地を嵩上げしてもらって，いざと
いう時の車などの避難場所を作ってほしい。各小・中学
校の校庭をまず嵩上げして，いずれはその上に校舎を立
て替えして避難場所等としてほしい。海抜何メートルと
いう標識をあちこちに設置してほしい。

市は，真備地区内の全小学校区において，浸水時に指定
された避難所に避難することが困難な場合，命を守るた
めに緊急的に身の安全を確保するための身近な「浸水時
緊急避難場所」を設置するとともに，防災拠点として復
興防災公園（仮称）などの整備を進めているところで
す。復興防災公園については，真備地区の小田川沿いに
災害時の防災拠点となり，平常時の防災教育の場，川を
感じ楽しめる場，真備の魅力を発信できる場等としても
活用できるよう整備するものです。また，頂いたご意見
につきましては，今後の取り組みの検討において参考と
させて頂きます。

12

「2-2 緊急避難場所の整備」について，具体的方策の
例として，次の構想を追加してほしい。
・小田川・高梁川の掘削土砂を両河川の堤防住宅側沿い
に盛土して台地化し，スーパー堤防化して⼀時的避難場
所の用に供する。
・平常時，台地の⼀角は応急活動用の土砂や土嚢置き場
とし，各種緊急用物資の格納建屋を設ける。
・小田川河川の堤内・堤外を維持管理するための管理組
合を立ち上げ，管理組合事務所は「災害伝承館」内の⼀
室に置く。
・当台地上または直近に特産品等の市場（朝市）を配
し，真備の魅力の発信ゾーンとする。

市は， 災害時の水防活動に必要な緊急用資材等を備蓄
し、緊急・応急活動、復旧等を迅速に行えるよう、小田
川の河道掘削土を有効に活用し、「防災拠点」を整備し
ます。災害時に指定された避難所に避難することが困難
な場合、危険から緊急的に逃れるための場所として、車
での避難も可能となる浸水時の⼀時避難場所を確保し，
平常時は、川を活かした防災教育の場、住⺠の憩いの
場、⼦どもたちが遊べる場、真備地区の住⺠だけでなく
市内外からの来訪者が交流できる場、真備の魅力を発信
する場等として活用します。日常の維持管理について
は、官⺠が連携し、継続的な維持管理ができる仕組みを
構築してまいります。

13

被災直後の災害復旧や生活の維持には車は必需品でし
た。車を逃がす場所を予め確保していただけると，各家
庭1台は残すことが出来ると思われます。また，車避難
場所に車で逃げることで，被災から数日の間，避難所の
絶対的な不足の緩和効果もあると思われます。町中⼼部
が被災した場合もそれらの高台をまず目指し，そこから
より安全な場所への移動を促せるため避難計画にも良い
と思われます。身近な緊急避難場所の確保の具体的取組
に，「2-3車両の緊急避難（退避）場所の整備」を付け
加えてほしい。

頂きましたご意見につきましては、今後の取り組みの検
討において参考とさせて頂きます。

14

服部地区は土砂災害，浸水害，地震災害に対応できる避
難所がないため，避難場所と避難道路を確保してほし
い。

浸水時に指定された避難所に避難することが困難な地区
においては，必要に応じて新たな避難場所を整備してま
いります。また，避難時に支障となる狭隘道路の解消に
向けて検討を行っているところです。また，頂いたご意
見につきましては，今後の取り組みの検討において参考
とさせて頂きます。

15

安全な避難場所の確保に関連し，災害時・平常時の旧国
道486号（真備町箭田236号線）と倉敷美袋線の渋滞を改
善するため，都市計画道真備北線，箭田駅前線を開通し
てほしい。

市は，真備北線，箭田駅前線を整備することによって，
災害時における避難路が確保されると考えております。
しかしながら，被災された皆様の生活再建が最優先と考
えておりますので，適切な時期に順次取り組んでまいり
ます。

16

豪雨災害があった際，用水路と道路の境目が分からず避
難を断念した方もいたので，農業で直接使用していない
用水路に蓋をすることはできないか。

用水路等の転落防止対策には、さまざまな手法があり、
地域の実状にあった対策方法を検討するなかで、農業土
木委員等の皆様のご協力を得ながら、順次対策を実施し
ているところです。対策が必要な箇所がありましたら、
真備支所建設課や各地区の農業土木委員へ要望して頂け
ればと思います。
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No. 御意見の要旨 倉敷市の考え方

17

真備公⺠館や真備給⾷調理場への進入道路は大型車両が
入れない状態となっている。仮に南海地震等で市の沿岸
部が大きく被災した場合など，真備町がバックヤードと
して被災した避難者の受け入れを行ったり，炊き出しを
行うなどの機能が必要で，真備支所北の交差点から真備
公⺠館までの進入路の拡幅が必要ではないか。

頂きましたご意見につきましては、今後の取り組みの検
討において参考とさせて頂きます。

18

「3-2 安全な避難経路の確保」について，市道・県道
に隣接する宅地等が被災に伴う解体により空地化してい
る箇所が多い現状に鑑み，この機を失することなく拡幅
するという趣旨の文言を加えてほしい。また，推進にあ
たっては，県・市間の緊密な連携が求められると思うの
で，その旨も追記してほしい。

安全な避難経路の確保に向けては，県など関係機関と連
携して，現地の状況を確認しながら，避難時に支障とな
る狭隘道路の解消に努めているところです。

19

避難所となる施設（小学校・中学校）のトイレ環境のユ
ニバーサル化，建物のバリアフリー化を早急に行ってほ
しい。また、防災組織等への教育，支援や連絡・連携な
どの支援プランを示してほしい。

平成２７年度末に真備地区を含む全ての小中学校屋内運
動場への洋式トイレの設置が完了しております。今後も
避難場所となる学校のトイレを含めたバリアフリー化等
の整備を進めてまいります。
また、引き続き、自主防災組織や防災士の方を対象とし
た研修や、職員が地域へ出向く出前講座の開催など、計
画・実施してまいります。

20

小学校など高層避難する場合，車いすユーザーのために
スロープを付けてほしい。

高齢者や足の不自由な方など、避難に時間がかかる方
は、早めに安全な避難場所へ避難していただくようご準
備をお願いします。また、避難場所となる学校のバリア
リー化等、施設の整備を進めてまいります。

21
真備町内の小中学校には，誰もが垂直避難が可能になる
ために浸水深以上の階までのスロープを設置してほし
い。

頂きましたご意見につきましては、今後の取り組みの検
討において参考とさせて頂きます。

22

浸水時緊急避難場所として各小学校の校舎の上層階が指
定されたが，緊急時の避難場所としても学校施設のバリ
アフリー化が不可欠であり，上層階へのアクセスならび
にトイレ等の整備はどのように考えられているのか。

「浸水時緊急避難場所」は、何らかの理由により逃げ遅
れた場合などに、命を守るため、やむを得ず緊急的に駆
け込む施設です。高齢者や足の不自由な方など、避難に
時間がかかる方は、浸水が想定されない避難場所に早め
に避難していただくようご準備をお願いします。また、
平成27年度末に真備地区を含む全ての小中学校屋内運動
場への洋式トイレの設置が完了しており、今後も引き続
き，避難場所となる学校のトイレを含めたバリアフリー
化等の整備を進めてまいります。

23

真備連絡会は町内の医療機関・福祉事業所が、発災時に
も事業を継続できる仕組みづくりを行っており、各地区
まちづくり推進協議会と協働し、まちの資源として⼀緒
に地区防災計画に位置付けて協働したいと考えている。
⺠間防災協定を結びながら、具体的には、町内の要援護
者の方々がレベル３になる前段階で、⼀時避難所へ避難
できることと、それを受援する施設へまちづくり推進協
議会からのマンパワーの供給体制を構築し、情報の集約
化も含めて、各人の個別避難計画（マイタイムライン）
の作成と訓練の実施を目指すので、行政のサポートを円
滑に行ってほしい。

地域の方が主体となって取り組む「地区防災計画」や
「マイ・タイムライン」の作成の支援をはじめ、防災
マップ作り、職員を派遣しての出前講座の開催など、引
き続き市⺠の皆さまの防災活動の支援に積極的に取り組
んでまいります。
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No. 御意見の要旨 倉敷市の考え方

24

地区防災計画の作成などに向けた行動計画をとりまとめ
るとあるが，スケジュールでは2019年度中に策定される
予定だが，どのようなプロセスで策定されているのか。
また，その情報は公開されているのか。さらに，地域と
行政が今後目指すべき方針であると書かれており地域と
の協議はどのように進められているのか。

令和元年9⽉に、学識経験者や市⺠の方を委員とした
「倉敷市災害に強い地域をつくる検討会」を設置し、年
度末に市の目指すべき方向についてのご提言をいただく
予定でしたが、当初の予定より会議の回数が増えたこと
や新型コロナウイルス対策のための会議を延期したこと
で、行動計画の取りまとめ等も延期となっております。
検討会の意見や地区防災計画の策定に向けた行動計画が
策定されましたら、ホームページなどで公開する予定で
す。

25

「4-1 地域の防災意識と災害対応力の向上」につい
て，2点目の最後に「ただし，事象によってはハザード
マップの過信に危険性が潜在することを考慮する必要も
ある。」を挿入した方がよい。

ハザードマップの見方や利用方法を、出前講座や研修会
で積極的に説明させていただいています。また、必ずし
もこのマップのとおりの被害が発生するわけではない旨
を、ハザードマップに注意書きとして掲載しておりま
す。

26

地区別自主防災組織の早期立ち上げへの指導と支援を進
めてほしい。
自助・共助は，この地区別自主防災組織の立ち上げに
よって初めて円滑化するものと認識し，本腰で官⺠⼀体
となって具体化する旨を追記してほしい。

自主防災組織の結成がスムーズに進むよう、職員を派遣
しての出前講座の開催や結成時には資機材の提供などを
行っております。今後も引き続き、住⺠の方々や防災士
などと連携して，自主防災組織の結成促進に努めてまい
ります。

27

災害が発生しそうな時に重要な連絡が確実につながる連
絡網が必要ではないか。

災害時には国・県などの重要関係機関から、市災害対策
本部に連絡員が参集するほか、ホットラインによる情報
伝達も行ってまいります。また，緊急的な河川改修事業
等が完了するまでの間，真備地区における国・県・市の
情報共有体制を強化し，大雨時に迅速な対応が図れるよ
う連携してまいります。

28

広い避難所は予め細部にわたり見取り図を作っておく必
要があるのではないか。

「倉敷市避難所運営マニュアル」では、学校の体育館な
どを避難所として使用する場合のレイアウト等を表示し
て、円滑に避難所が運営できるように備えております。

29
「4-4 災害の記憶を後世へ伝承」において，実際に被
災した建物を残すなど，災害遺構を残すべきである。

30

「4-4 災害の記憶を後世へ伝承」で，碑の整備と災害
記録誌について記されているが，「広く伝え」以降を
「広く伝えるとともに，被災時以降に収集，作成した写
真，記録類，洪水に至った歴史的な研究成果等の収納，
展示及び防災レベル向上のための交流の場としての「災
害伝承館（仮称）」の創設について，検討，研究を進め
ます。」にしてほしい。

31

夜中や風雨で窓をシャットしていたり，高齢者には聞こ
えないため，「5-2 防災情報システムの機能強化」の
欄にFMラジオ緊急放送強化が加えられていることに期
待するが，加えて全⼾に端末機を設置する施策を望む。
ほかに，臨時災害放送局（山元町）「りんごラジオ
（FM放送）」を参考に構築・整備してほしい。

緊急情報提供防災無線システムや緊急告知ＦＭラジオの
割込み放送の他、携帯電話・スマートフォンの緊急速報
メール、テレビ、ラジオ、岡山県防災メール等様々な手
段を用いて市⺠の皆様に情報お伝えしています。また，
頂いたご意見につきましては，今後の取り組みの検討に
おいて参考とさせて頂きます。

平成３０年７⽉豪雨災害に関する防災意識の向上につな
がる資料は，防災教育の観点から非常に大切なものであ
り，保存・活用すべきものと考えております。今後，ど
のようなものがあるかどうかも含め，研究してまいりま
す。
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32

「5-2 防災情報システムの機能強化」について，1点目
の最後に続けて「このシステムに加え，地域住⺠⼀人ひ
とりと繋がることのできる機能を有した情報伝達・交換
システムも構築します。」を追加してほしい。2点目の
「中継局設置」の次に，「または臨時災害放送局の設
置」を挿入してほしい。また，災害が発生の活動拠点に
是非ともWi-Fiを設置してほしい。

頂きましたご意見につきましては、今後の取り組みの検
討において参考とさせて頂きます。

33
災害時にはサイレンや光で危険を周りに伝えてほしい。
これは町中の高い建物にも付けてほしい。

市内には355か所の屋外拡声塔があり、避難情報が発令
された際には、サイレンを鳴らし付近の住人の方に伝達
しております。

34

防災システムに関して，町内会毎に，緊急連絡放送が出
来るようにした方が確実である。

エフエムくらしきの放送が安定して受信できるよう、真
備地区に中継局を整備中で、令和2年4⽉から試験放送が
始まる予定です。また、情報の発信方法として、緊急情
報提供防災無線システムや緊急告知ＦＭラジオの割込み
放送の他、携帯電話・スマートフォンの緊急速報メー
ル、テレビ、ラジオ、岡山県防災メール等様々な手段を
用いて市⺠の皆様に情報を伝達しております。

35

「5-3 災害に精通した職員の育成」として，外部講師
による防災研修会等によりとありますが，専門家の情報
だけでなく，災害時要配慮者など，当事者の声から学ぶ
必要があるのではないか。そのような機会をどのように
確保しようと考えられているのか。

地域で開催されるワークショップや、視覚・聴覚障がい
者団体で開催された出前講座などに参加をさせていただ
き、貴重なご意見を伺っています。今後も引き続き、市
⺠の皆様の様々なご意見をお聞きしていきたいと考えて
おります。

36

「6-1 生活再建に向けた支援の実施と情報提供」につ
いて，冒頭に「まず何より，被災者の生活再建なくして
復興はあり得ないという点を重要視します。」を記して
ほしい。

真備地区復興計画の「計画策定の趣旨」において，「被
災された住⺠が⼀日も早く落ち着いた生活を取り戻
し，」と記載しており，被災された方々の生活再建に向
けた支援にも重点的に取り組んでいるところです。

37

「6-1 生活再建に向けた支援の実施と情報提供」につ
いて，最後に「上記5-2の臨時災害放送局を住⺠運営に
よって開局し，住⺠の視点による被災者同士の交流媒体
とします。」を追加してほしい。

エフエムくらしきが被災した場合に備え、予備の送信装
置やアンテナを市庁舎に保管しており、エフエムくらし
きの社員により、放送できる体制としております。

38

復興の格差（自力で再建できた人と，まだ見通しが立た
ない人）が広がる中で，被災者の生活支援については何
も見直しがなされていないが，被災者の見守りは適切に
行われているのか。また，具体的な行動計画はどのよう
な内容になっているのか。

現在，生活面や経済面も含め，複合的な課題を抱える世
帯について，庁内外の関係機関が集まり，世帯の情報や
支援の仕方等について，共有・連携し，個別に支援を行
う取組も行っているところです。今後もこうした取組を
進めてまいります。

39

「6-2 被災者の見守り」において，被災者の見守りに
ついて，在宅被災者への支援の記載がないので，明記す
べきである。

現在，被災者の見守りについては，被災された世帯を対
象に個別訪問や相談支援等を行っています。今後も，被
災者の住まいや生活の状況等を見ながら適切な支援が行
われるよう取り組んでまいります。

40

「6-2 被災者の見守り」において，「仮設住宅の入居
者等」とあるが，「等」ではなく「在宅被災者」，「災
害公営住宅入居者」，「引き続き見守りを要する自宅を
再建した被災者」と見守りの対象を明記すべきである。

「仮設住宅の入居者」は代表事例として記載しています
が，現在，被災者の見守りについては，被災された世帯
を対象に個別訪問や相談支援等を行っています。今後
も，被災者の住まいや生活の状況等を見ながら適切な支
援が行われるよう取り組んでまいります。
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41

「6-2 被災者の見守り」において，NPO法人やボラン
ティア団体との協働を記載すべきである。

現在，生活面や経済面も含め，複合的な課題を抱える世
帯について，庁内外の関係機関が集まり，世帯の情報や
支援の仕方等について，共有・連携し，個別に支援を行
う取組も行っているところです。今後もこうした取組を
進めてまいります。

42

「6-2 被災者の見守り」において，「被災者の健康状
況や生活習慣」という福祉的な視点は入っているが，
「財産，収入や借金」など経済的な視点での支援も必要
である。

現在，生活面や経済面も含め，複合的な課題を抱える世
帯について，庁内外の関係機関が集まり，世帯の情報や
支援の仕方等について，共有・連携し，個別に支援を行
う取組も行っているところです。被災者の方々が利用で
きる制度を的確に受けられるよう，経済的な面でのご相
談についても，それぞれの状況に応じた相談窓口をご案
内するなど，各種支援制度についてのきめ細やかな情報
の提供を行ってまいります。

43

市営住宅に避難した場合の引っ越し費用を市で助成して
もらえないか。

昨年末に県が創設した転居費用の助成については，対象
が仮設住宅からの退去世帯となっています。そのため，
市では，被災後，市営・県営・国家公務員住宅や親戚宅
等に仮住まいされた方も対象となるよう，県へ要請して
いるところです。

44

災害公営住宅の⼾数がアンケートから積算され91⼾と
なったようだが，現時点の仮設住宅入居者数や災害公営
住宅説明会参加者数からみて，数が少なすぎる。急いで
整備する必要があることは理解するが，意見が反映され
ていない方々のニーズにも対応できるよう，追加の公営
住宅の整備を要望する。

災害公営住宅は真備地区内に91⼾を整備するものです。
真備地区の既存市営住宅を補修して提供する14⼾と合わ
せ，計105⼾を提供します。入居希望者が提供⼾数を上
回る場合には，真備地区内の⺠間賃貸住宅を活用し，自
力での住まいの再建が困難な方へ提供してまいります。

45

災害公営住宅等の入居希望者が提供⼾数を上回る場合に
⺠間賃貸住宅を活用すれば，被災者が地元である真備地
区に戻れず，市内に点在することになるが，どのように
被災者の孤立を防ぎ災害前のコミュニティを復活させる
のか。

災害公営住宅と真備地区の既存市営住宅の入居申込みを
したにも関わらず，抽選で入居できなかった方に対して
は，代替として真備地区内の⺠間賃貸住宅をご案内した
いと考えております。

46
町内3カ所に整備される災害公営住宅は，いずれも浸水
域にあるが，市⺠の命と財産を守るという観点から，住
居は浸水域より上層としてほしい。

川辺・有井・箭田地区に整備する災害公営住宅は３階建
て構造となっており，水害時には，屋上などを浸水時緊
急避難場所にもなりうるものとしております。

47

災害公営住宅の設計図，配置図，機能性等が未だに示さ
れていないので，入居希望者が判断できるようきちんと
説明してほしい。

災害公営住宅の入居申込みの後，申し込まれた方につき
ましては，５⽉に希望する団地や間取りを申請していた
だきます。その際に，各団地の配置図や間取りをご提示
したいと考えております。

48

災害公営住宅の募集期間が短すぎるので，二次募集を含
めて募集期間の延⻑と手続きの簡略化ならびに，説明会
に来れない方々へ分かりやすく募集説明をしてほしい。

災害公営住宅の入居申込みは，２⽉１０日から３⽉３１
日と５０日の期間をとっており，申込書は本庁，各支所
にて受け取ることが出来ます。また，申込書には入居に
あたっての説明資料も添付しているところです。また，
災害公営住宅の申し込みに当たっては，福祉部門との連
携を図り，見守り支援を実施している支えあいセンター
の職員などを対象とした説明会を開催し，個別訪問の機
会も捉えて情報を提供できるよう取り組んでいるところ
です。
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49

災害公営住宅は，住居としてだけでなく，地区の防災拠
点・交流拠点といった機能を付けてほしい。

川辺・有井・箭田地区に整備する災害公営住宅は３階建
てで水害時には，屋上などを浸水時緊急避難場所にもな
りうるものとしております。また，集会室も各団地に整
備しますので，入居者同士の交流や，入居者と地域の方
との交流にも活用して頂きたいと考えております。

50

災害公営住宅の⼾数が足りない場合は⺠間の賃貸物件を
借り上げる方針だが，保障を何年間行う予定かを示して
ほしい。内容を示してほしい。真備町内の賃貸物件は
2DKがほとんどで，家賃も5万円をくだらない。これら
物件を市営住宅並みの家賃で入居できる期限を示してほ
しい。さらに満たさない場合とはどのように判断するの
か。例えば災害公営住宅の募集に対して多数の応募があ
り，選定に外れた方は基本的に災害公営住宅を必要とし
ている人としてカウントされるのか。

災害公営住宅と真備地区の既存市営住宅の入居申込みを
したにも関わらず，抽選で入居できなかった方に対して
は，真備地区内の⺠間賃貸住宅を代替としてご案内する
予定です。現在，岡山県宅地建物取引業協会等に助言等
頂きながら，災害公営住宅と同程度の広さの物件に同程
度の家賃負担で入居して頂けるよう制度設計を進めてい
るところです。

51

災害公営住宅が高齢化・孤立化することを避けるため
に，多様な入居者が⼀緒に暮らせる住居にすべきと考え
る。

災害公営住宅への入居は発災から３年間は被災された方
に限られます。入居されました，高齢者また単身者の方
が孤立することの無いよう，入居前の交流会などを通し
て，団地内のコミュニティの育成など，入居者が孤立す
ることの無いよう支援してまいります。

52

災害公営住宅の入居にあたっては，住居者同士の交流だ
けでなく，周辺のコミュニティとの交流も重要だと考え
ており，災害公営住宅の入居前説明会を実施して，近隣
住⺠との交流をすることの大切さを周知し，入居者の
方々には事前に同意をもらってほしい。また，地域住⺠
も巻き込んだ「入居前交流会」も丁寧に行ってほしい。

災害公営住宅は各団地に集会室を整備します。入居者同
士の交流また，入居者と地域の方との交流にも活用して
いただきたいと考えております。また，入居前の交流会
などを通して，団地内のコミュニティの育成など，入居
者が孤立することの無いよう支援してまいります。

53

災害公営住宅は91⼾では不足している。アンケート記載
時には迷い結論の出せなかった方も多く，抽選漏れの方
ができる。さらに障がいのある方や高齢者単身者に有意
な抽選方法では，多くの問題を抱えやすい人々の集まり
になってしまい，孤立化を招く結果となることが危惧さ
れるため，⺠間事業者が所有する集合住宅の積極的利用
により災害公営住宅機能を有する施設を確保すること。
さらに，様々な形態の方が入居できることを目的に，入
居者が選定された時点で交流会などを促進させる必要が
ある。

災害公営住宅は真備地区内に91⼾を整備するものです。
真備地区の既存市営住宅を補修して提供する14⼾と合わ
せ，計105⼾を提供します。入居希望者が整備⼾数を上
回る場合には，真備地区内の⺠間賃貸住宅を活用し，自
力での住まいの再建が困難な方へ提供してまいります。
災害公営住宅は各団地に集会室を整備します。入居者同
士の交流，また，入居者と地域の方との交流にも活用し
ていただきたいと考えております。さらに，入居前の交
流会などを通して，団地内のコミュニティの育成など，
入居者が孤立することの無いよう支援してまいります。

54

暮らしを支える公共施設等の復旧のスケジュール表に，
公共施設として指定避難所である「真備柔剣道場」が記
載漏れとなっている。また，町⺠が武道鍛錬する場所が
必要なため，復旧スケジュールを明らかにし「真備柔剣
道場」の早急な復旧工事を希望する。

現時点では，復旧の見通しが立っていないため，「各公
共施設の復旧に向けたスケジュール」（p.29）には記載
しておりませんが，今後，復旧の見通しが立ち次第，ス
ケジュールに記載していく予定です。

55

コミュニティタクシーは高齢者や障がい者等の交通弱者
に利用しやすい共通手段となるようにとあるが，車いす
のまま乗車できるユニバーサルタクシーは何台くらい導
入されているのか。

真備地区のコミュニティタクシー事業者には，現在，10
台のユニバーサルデザインタクシーが導入されておりま
す。しかし，車いすをご利用されている方につきまして
は，コミュニティタクシー以外で介護保険や福祉制度を
活用した介護タクシーや福祉タクシーの利用を想定して
おりますので，タクシー事業者に相談頂くようお願いい
たします。
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56

井原鉄道の利便性を高めるために，JR倉敷駅への直接乗
り入れが出来ないか。

井原線のJR倉敷駅の乗り入れについて市では，平成11年
の井原線開通当初から，沿線自治体などで組織しており
ます井原線振興対策協議会などと連携を図り，JR⻄日本
に対し，伯備線を経由してのJR倉敷駅乗り入れを要望し
てまいりました。しかしながら，JR倉敷駅乗り入れを実
現するためには，線路などの施設使用料，JRダイヤとの
関係等多くの課題があり，実現に至っていないところで
す。市では引き続き，井原線のJR倉敷駅乗り入れに対し
て，関係自治体に提案してまいります。

57

「9-2 農業経営基盤の強化」について，「農地の集
約・集積・大規模化等」と記されている。今回の災害を
体験した町（市）だからこそ率先して現実化してもらい
たい施策である。達成されたあかつきには，全国から注
目されるモデルとして真備町がクローズアップされ，視
察などの人的交流も増加する。また，農業振興ビジョン
策定もぜひ具体化してほしい。

農地の集積・集約・大規模化に向けて現在，要望のある
地域で，説明会等を開催しており，地域での話し合いを
進めながら順次取り組んでまいります。農業振興ビジョ
ンにつきましては，基本目標や施策などの方向性を示す
とともに，個別事業計画や今後の事業実施を行う上での
基本的な指針となるもので，この指針をもとに具体化を
してまいります。また，「継続実施」の項目につきまし
ては，計画的に推進していまいります。

58
「10 地域企業の再興」において，各企業の事業継続計
画（BCP）策定の支援を記載してはどうか。

BCP策定については，平成29年から「がんばる中小企業
応援事業費補助金」として支援してまいります。

59
「11-2 農業を核とした交流の促進」について，「直売
所の開設等」とあるが，「朝市，道の駅（またはかわの
駅）等直売所」とは表現できないか。

直売所の開設等につきましては，現在検討を行っている
ところですので，「直売所の開設等の検討」と表現させ
て頂いております。

60

「12-2 地域資源の発掘・活用」について，総社・真備
観光ゾーンを整備して高速道路の乗り入れ自由という
「中国五県周遊パス制度」を活用し，市全体も含めなが
ら真備町の観光を促進する手法は考えられないか。

今回の復興計画改定においては，地域の観光資源を活用
したＰＲ活動の強化と真備を応援して下さる方々に対し
て様々な体験や交流を通じて真備本来の魅力に触れてい
ただくことで，より強い絆を育み滞在してもらえるよう
な仕組みの検討に取り組んでまいりたいと考えます。

61

着地型観光などの導入支援について検討するとあるが，
これからの観光は誰もが楽しめることを目指すべきであ
り，ユニバーサルツーリズムの概念の導入も位置付けて
もらいたい。

ユニバーサルツーリズムの概念の導入については復興計
画では位置付けてはおりませんが，着地型観光や地域交
流を促すコンテンツの導入と支援についての検討にあ
たっては，より多くの皆さまに観光を楽しんで頂けるよ
う考えてまいります。

62

ももたろう基金などの⺠間資金がNPO・ボランティア活
動を支えたように，市⺠活動には資機材や交通費などの
資金が必要なため，市が市⺠活動を資金面でも支援する
ことについても記載してほしい。

NPO・ボランティア団体の活動に対する資金面での支援
については，「市⺠企画提案事業」による補助を想定し
ており，真備地区復興計画の42ページに記載しておりま
す。

63

多様な住⺠の意見が反映されるよう配慮するとあります
が，これまでどのような配慮をされてきたのか。また，
今後，復興事業が進んでいく中でどのような配慮を行う
予定であるのか具体的に示してほしい。

64

ワークショップの次の段階として，真備町内の福祉医療
介護の事業所や支援学校などの意見も聞く場を設けて，
その声を今後の復興計画に取り入れてほしい。また，支
援学校のPTAなど関係者の方々の声も取り入れてほし
い。

真備地区復興懇談会や，真備地区復興計画策定委員会，
真備地区復興計画推進委員会，見守り・相談支援など，
様々な機会で多くの方からの御意見を頂き，真備地区復
興計画の策定，推進に努めてまいりました。今後も，住
⺠の方々からのご意見をお伺いする場を設けたいと考え
ております。



   【真備地区復興計画改定案について】

No. 御意見の要旨 倉敷市の考え方

65

原因究明が第⼀歩、これからは今後のビジョンが必要で
ある。復興していくためには国、県、市の行政だけでは
不可能で，市⺠の積極的な参加が必要である。そのため
には真備地区全体、市で原因究明と分析を行いそれをま
とめ、発表して住⺠と共有することが重要で，これが見
える化ではないか。

市の防災対応について、各部局の対応状況や災害に従事
した職員の意見調査結果をもとに課題を抽出し、今後の
対応策や改善策を検討することで、今後の防災対応に生
かしていくことを目的として、「平成30年7⽉豪雨災害
対応検証報告書」を作成し、平成31年4⽉に公表してお
ります。

66

現在の真備町は，水害に遭った危険な町という印象があ
り人が住みたがらないのが現状。住みやすい町にするた
めに，道路環境の整備や防災放送設備の改修などはでき
ないか。また，高度な教育機関を誘致することにより，
教育に関⼼のある若い夫婦世代が住みたくなるような町
にできないか。

安全な避難経路の確保に向けては，県など関係機関と連
携して，現地の状況を確認しながら，避難時に支障とな
る狭隘道路の解消に努めているところです。また，緊急
情報提供防災無線システムや緊急告知ＦＭラジオの割込
み放送の他、携帯電話・スマートフォンの緊急速報メー
ル、テレビ、ラジオ、岡山県防災メール等様々な手段を
用いて市⺠の皆様に情報お伝えしています。頂いたご意
見につきましては，今後の取り組みの検討において参考
とさせて頂きます。

67
自衛隊の補給部隊やサイバー研究施設などを誘致しては
どうか。

頂きましたご意見につきましては、今後の取り組みの検
討において参考とさせて頂きます。

68

末政川や高馬川など小田川支流の築堤盛土の部分に桜な
どを植えることは可能か。

河川堤防への樹木の植栽は、堤防の安全性に影響を与え
るものと考えており、新たな植栽は原則として禁止され
ておりますが，頂いたご意見については、末政川、高馬
川の河川管理者である県にもお伝えします。



 
   【復興防災公園（仮称）の基本計画案について】

No. 御意見の要旨 倉敷市の考え方

69

復興防災公園（仮称）の予定地は良いが，スポーツ施
設・機材・資材・物資備蓄倉庫の拡充，ヘリポートの設
置などを希望する。また，水害を想定し，1,2階は駐車場
でその上に⼀時的に避難宿泊できるスペースや，防災教
育施設，小田川水流監視施設，災害時の指令施設など，
もっと内容を充実しなければ人が集まらず発展には繋が
らないと思う。

本公園のスポーツ施設につきましては，小田川の河川敷
の広さに応じたスポーツゾーンを整備することとしてお
ります。また，災害時に車での避難も可能となる⼀時的
な避難場所や備蓄倉庫を整備し、ヘリポートの設置も検
討しております。また，頂いたご意見につきましては，
今後の具体的な施設の検討において参考にさせて頂きま
す。

70

復興防災公園（仮称）では，真備の魅力を発信できるよ
うに，交流施設で真備の地域資源を紹介し販売してはど
うか。また，AI及びIoTを活用した観光情報発信，リアル
タイム河川水位情報及び防災情報等を発信してはどう
か。防災拠点となる当該公園には新たに防災無線の設置
が必要だと思う。

本公園は，災害時の防災拠点としての機能と併せて，平
常時には，「住⺠の憩いの場」「真備の魅力を発信する
場」等として活用できるようにしたいと考えておりま
す。また，頂いたご意見につきましては，今後の具体的
な施設の検討において参考にさせて頂きます。

71

復興防災公園（仮称）では真備町内で復興支援を目的と
した小学生のサッカー大会を開催したいと考えている
が，正規のコート幅を確保できる所がなく，真備町内に
招待できないため，小学生用の正規の幅を確保したサッ
カーコートを設置してほしい。

本公園の小田川の河川敷には，スポーツゾーンを整備す
ることとしておりますが，小学生用サッカーコートの正
規の大きさを確保することは難しいと考えています。し
かしながら，河川敷の広さに応じたスポーツを楽しんで
もらえるよう検討しているところです。

72

復興防災公園は，芝が全体を覆いつくすような景観で，
河川敷にはあまり物を置かず所々に日影ができるほどの
樹木を植栽し休憩場所にしてほしい。また，川べりは歩
道を整備し転落防止の配慮をしてほしい。

73

復興防災公園（仮称）で整備する河川敷は，いろいろな
ことに使えて，なおかつ，草刈りなど日々のメンテナン
スがしやすいよう物や建造物を置かず，市⺠で作る管理
組合で管理していきたい。こんな公園が真備中に広がる
ことを願う。

74

復興防災公園（仮称）では，川を感じ楽しめる場となる
よう，河川敷から河川へつながる場所を整備し，河川と
触れ合える「水辺広場」を整備してほしい。運営方法及
び管理の問題があるが，船着場を整備してのカヌー体験
や，河川敷でのキャンプ広場なども整備してほしい。

河川敷の管理運営上，河川への転落や事故などに配慮す
る必要があることや，小田川は平常時の水位が低いこと
から，本公園の整備予定箇所では，船着場などの整備は
難しいと考えております。また，頂いたご意見につきま
しては，今後の具体的な施設の検討において参考にさせ
て頂きます。

75

復興防災公園（仮称）では，今の候補地以外にも適切な
場所があるのではないか。

本公園の整備予定地は，基本計画にお示ししているとお
り，以下の観点から選定し，検討を進めているところで
す。
・真備地区の各地区から利用しやすい場所にある
・小田川河川敷を含め、必要な⼀定規模以上の面積が確
保できる
・市内外から訪れやすいよう車や井原鉄道でのアクセス
性が良好
・倉敷市都市計画マスタープランに位置付けられた真備
地区の地区拠点（吉備真備駅周辺）に隣接する

76

復興防災公園は地区内の井原線3駅それぞれの近くに作
れないか。

井原鉄道の近くには，グリーンパークまび（川辺宿
駅），まびさくら公園（備中呉妹駅）などがあります。
現在検討しております本公園の整備予定地は， 真備地区
の各地区から利用しやすく，市内外からも車や井原鉄道
でのアクセス性（最寄りは吉備真備駅）が良好な場所と
して選定しております。

小田川の河川敷では，洪水時に流れを阻害する施設を設
置した場合，撤去する必要があるため，本公園では撤去
作業の負担が少ない多目的広場・スポーツ広場等の整備
を検討しております。また，安全利用の観点から利用者
の転落防止にも配慮したい考えております。
また，維持管理については，行政，地域住⺠等が連携
し，継続的に運営管理できる仕組みづくりが必要と考え
ております。



 
   【復興防災公園（仮称）の基本計画案について】

No. 御意見の要旨 倉敷市の考え方

77

復興防災公園の計画は具体的な事が全然示されていな
い。災害時の⼀時的な緊急避難場所にするとあるが，災
害を経験した者としては川や堤防の上に避難するという
ことは全く考えられない。「避難場所に向かっている間
に堤防が決壊するかもしれない」とまず考えるので全く
論外だ。

78

復興防災公園の計画は，ぜひ実現してほしい。災害時の
避難場所としての活用もできると思うが，小田川沿いの
近隣の住⺠の避難しかできないので，北部の浸水しない
場所へ避難場所を建設してほしい。

79
洪水発生時に避難場所の無い川辺地区に徒歩で避難でき
る避難場所を500mごとに設け⼀時避難場所にしてほし
い。

80

川辺地区内（特に南エリア）には垂直避難できる場所が
ないので，川辺宿駅近郊の小田川の土手も嵩上げして復
興伝承館を含む避難場所としての防災拠点化を要望す
る。

81

復興防災公園（仮称）は⼀次避難する場所がない川辺地
区に必要ではないか。東⻄に⻑い地形である真備町の特
性を踏まえると1カ所に集中するのではなく，数カ所に
分散配置したほうが機能的である。

82
まず1箇所を優先的に整備するとすれば，川辺宿駅付近
に作れないか。

83

各地区に車での避難ができる場所を設置してほしい。川
辺地区は，⼀時避難場所になっている川辺小学校も浸水
時は孤立してしまいます。浸水域ではないところに，⼀
時的に避難できる場所が必要である。そこで，川辺宿駅
近くの小田川の堤防を拡張してほしい。また，その拡張
部分には「あずまや」や簡易トイレも設置してほしい。

84

小田川の最大の被災現場に復興防災公園を整備すること
は未来に伝え継ぐという意味からも好ましい選択である
と思う。また，箭田地区の市街地には洪水対応の避難場
所が少ないため，⼀時避難場所の確保においても有効で
はないか。

本公園は，小田川沿いに災害時の防災拠点や⼀時避難場
所となり、平常時には防災教育の場、住⺠が川を感じ楽
しめる場、真備の魅力を発信できる場等としても活用し
たいと考えております。

85

復興防災公園は，真備町の北側にも作るべき。⼀時的に
しろ避難場所の収容人数，トイレの基数，駐車可能台
数，緊急用資材の量などを示されないと意見を述べよう
にも全く述べられない。このような計画案で町⺠，市⺠
の意見を聞いたというのはやめてほしい。本気で町⺠，
市⺠の意見を聞くのであれば，要点をまとめた冊⼦を作
成し，少なくとも真備町全⼾に郵送し意見を聞くべき
だ。

86

防災拠点の整備にあたっては，いろいろな利用者の声を
反映する必要があると思いますが，特に声の届きにくい
⼦供や障害者などのニーズはどう把握しているか。

本公園の計画は，ワークショップやパブリックコメント
等で頂いたご意見を踏まえて，利用イメージ等を示した
本基本計画を取りまとめておりますが，今後も具体的な
施設の検討を行ってまいります。
また，本公園の避難場所としての位置づけは，浸水時に
指定された避難所に避難することが困難な場合に，命を
守るために緊急的に身の安全を確保するために，車でも
避難できる⼀時的な避難場所として整備するものです。
このほか，必要に応じて新たな避難場所の整備も検討し
ているところです。
本公園の避難場所としての位置づけは，浸水時に指定さ
れた避難所に避難することが困難な場合に，命を守るた
めに緊急的に身の安全を確保するために，車でも避難で
きる⼀時的な避難場所として整備するものです。このほ
か，必要に応じて新たな避難場所の整備も検討している
ところです。

本公園の計画は，ワークショップやパブリックコメント
等で頂いたご意見を踏まえて，本基本計画を取りまとめ
ております。
今後も具体的な施設については，引き続き住⺠の皆さま
のご意見を伺いながら検討を進めるとともに，検討結果
については，住⺠の皆さまにお伝えしたいと考えており
ます。
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87

復興防災公園は倉敷市⺠みんなの防災拠点となり多くの
倉敷市⺠の皆さまを受け入れすることができる場所にし
てほしい。早期の復興のためには，若い力が不可欠なの
で，若い世代の楽しめる公園の整備をお願いしたい。

88

大規模災害が発生した際に避難するためには，日ごろよ
り避難場所へのルートや防災公園のことを熟知する必要
がある。多くの市⺠の皆さまに日頃から真備町に来ても
らえるような倉敷市⺠の憩いの場としての公園整備をお
願いしたい。

89
復興防災公園の整備により住⺠が川や災害に関⼼を持
ち，健康づくり，仲間づくりなど沢山の方に親しまれる
場となってほしい。

90

今回の災害では地区の全域が浸水域となったため，避難
する場合は車での避難は必須になる。そのような経験か
ら，災害時には避難先の⼀つとして，車での避難も想定
された防災公園をしっかりと活用できるものと期待して
いる。また，平常時は町内外から人が集い，日ごろから
慣れ親しんだ場所となり，時折，⻄日本豪雨災害を思い
出すことで災害を風化させず，防災意識の維持と向上を
目指したいと思っている。そして復興のシンボルとなる
ことを期待している。

本公園は，災害時の水防活動に必要な緊急用資材等を備
蓄し、救援活動や復旧等を迅速に行える「防災拠点」と
するほか，「川を活かした防災教育の場」、「⼦どもか
ら大人まで多様な世代が楽しめる場」、「地域だけでな
く市内外からの来訪者が交流できる場」等として活用で
きるよう整備してまいりたいと考えております。
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91

復興防災公園に大型遊具を整備し，⼦供たちを含めた親
⼦三世代が楽しめる場所にしてほしい。多くの⼦育て世
代に真備町の魅力を感じていただき，やむなく真備町か
ら転出された方々も，お孫さん，お⼦さんを連れて来ら
れる，帰ってこられる公園であってほしい。

92
復興防災公園の⼀部に，昆虫・魚・鳥の観察ができる自
然と遊べる場所を残しながら，⼦供の遊具以外に，健康
遊具も設置してほしい。

93

魅力ある大型遊具,各年代の⼦どもたちが楽しむことがで
きる魅力的な遊具,ボールやバドミントンなどしっかりと
体を動かして遊ぶスペース等健康推進に役立つもの，人
工芝を敷き詰めたエリア，安全な噴水で水遊びができ，
暑い夏場でも涼をとることができるコーナーも必要では
ないか。

94

小さな⼦供から高齢者など幅広い年代が利用できる公園
であること。具体的には，グラウンドゴルフ，ウォーキ
ングコース，健康器具などの設置，また，中高生には，
バスケットゴールやスケボースペースなどを設置してほ
しい。また，各年代の方にヒアリングする機会を設け，
意見を集約し形にしていただきたい。ヒアリング対象者
については，既存団体に依存するのではなく，公園を多
く利用するであろう⼦育て世代のパパママの意見を多く
取り入れてほしい。

95

復興防災公園が普段から住⺠に利用され親しみを持たれ
る場所にするために，幅広い年齢に対応した大型の遊具
が必要ではないか。小さい⼦から高齢の方までカバーで
きるため需要も高いと思われる。

96

復興防災公園に箭田以外の地区の人も避難できるように
駐車場を広く作ってほしい。

本公園の避難場所としての位置づけは，浸水時に指定さ
れた避難所に避難することが困難な場合に，命を守るた
めに緊急的に身の安全を確保するために，真備地区全域
からも車でも避難できる⼀時的な避難場所として整備す
るものです。

97

復興防災公園にスケートボード用等のハーフパイプなど
を造ってほしい。⼦供たちも参加することによって地域
の活性化につながるのではないか。

本公園では，スケートボード用ハーフパイプ等の本格的
な専用施設の常設は難しいと考えておりますが，駐車場
など舗装エリアを整備したいと考えておりますので，ス
ケートボードを楽しんで頂くことも可能と考えておりま
す。

98

町外から真備町へ来たくなる公園にしてほしい。今後，
真備町を発展させるためには人の流入を増やす必要があ
る。魅力的な公園にするために，幅広い年齢層が遊べる
大型遊具，災害時にも使えるBBQ設備，スケートボー
ド，フットサルなど特定のスポーツに特化した設備など
があると通う頻度は高まる。また，梅や桜の花見ができ
る，大型の滑り台など目玉となるような遊具があり，明
るくて清潔で豊富なトイレ設備も重要である。

本公園は，地域住⺠だけでなく，市内外からの来訪者が
交流できる場の整備を検討しているところです。
施設については，広く皆さまに活用して頂くため，河川
敷の広さに応じたスポーツ広場，多様な世代が楽しめる
遊具広場，アウトドア活動ができる多目的広場などの整
備を考えており，公園利用者のためのトイレも設置する
予定です。

本公園には⼦どもから高齢者まで多様な世代が楽しめる
遊具広場や多目的広場，スポーツ・レクリエーション広
場等を整備したいと考えております，具体的な施設につ
きましては，今後も引き続き住⺠の皆さまのご意見を伺
いながら検討を進めてまいります。



 
   【復興防災公園（仮称）の基本計画案について】

No. 御意見の要旨 倉敷市の考え方

99

復興防災公園の予定地は，⼀時避難場所には使えても水
害時の避難場所としては使用できない。災害時の復旧の
拠点として，各種物資の備蓄やBBQ施設（コンロ，椅
⼦，机，東屋など）が豊富にあると，とても頼もしい存
在になるのではないか。

本公園は，災害時に指定された避難所に避難することが
困難な場合、危険から緊急的に逃れるための場所とし
て、車での避難も可能となる災害時の「⼀時避難場所」
とし，また，災害時の水防活動に必要な緊急用資材等を
備蓄し，救援活動や復旧等を迅速に行える「防災拠点」
として整備してまいります。また，頂いたご意見につき
ましては，今後の具体的な施設の検討において参考にさ
せて頂きます。

100

災害時に避難する場所としては，日ごろから行き慣れて
いることが大切である。アクセスの便が良く，駐車しや
すい駐車場があり，きれいなトイレが整備されているな
ど，多くの方が日ごろから利用しやすく集いやすい公園
となってほしい。

災害時に活用して頂くためには，日ごろから慣れ親しん
だ公園として利用していただくことが大切であると考え
ております。また，頂いたご意見につきましては，今後
の具体的な施設の検討において参考にさせて頂きます。

101

ペットと⼀緒に集える場所にし，災害時にも⼀緒に避難
できるスペースの確保を希望する。平常時からの備えと
して，ペットと散歩できるゾーンの設置，ペット用の水
飲み場や足洗い場などを設置してほしい。

頂いたご意見につきましては，今後の具体的な施設の検
討において参考にさせて頂きます。

102

楽しく遊ぶ空間に自然な形で防災を意識できる環境を整
えてほしい。具体的には，駐車場に小田川や支流の水位
モニターを設置し災害時には緊急情報をモニターに映し
出す。備蓄倉庫は簡単な防災グッズや防災⾷の展示・販
売により日ごろの備えを促す場所とする。休憩所には
「あずまや」を設置し，災害時は避難所や救護室として
利用する。また，太陽光発電を利用した街灯やかまどベ
ンチなどを設置する等，イベントとして災害時の利用方
法を知るための防災教室を開催できないか。

本公園は，防災教育の場としての活用も検討していると
ころであり，頂いたご意見につきましては，今後の具体
的な施設の検討において参考にさせて頂きます。

103

災害時の防災拠点としてヘリポートが必要で，避難する
ための複数の経路が必要。水害が予想される夏場の暑さ
対策として，交流施設を⼀時避難を想定した規模にする
ことが必要。また，交流施設とは別棟で，小田川を管理
する国及び小田川支流を管理する県と共同で利用できる
水防センターを整備してほしい。

本公園には，災害時に車での避難も可能となる⼀時的な
避難場所や備蓄倉庫を整備し、ヘリポートの設置も検討
しております。また，頂いたご意見につきましては，今
後の具体的な施設の検討において参考にさせて頂きま
す。

104
復興防災公園敷地にスポーツクライミング，ボルダリン
グ施設を整備してほしい。

105
復興防災公園敷地にテント泊，ロープワーク講習等のア
ウトドア体験，講義が行える屋内外の多目的施設にして
ほしい。

本公園には多様な世代が楽しめる遊具広場や多目的広
場，スポーツ・レクリエーション広場等を整備すること
としており，頂いたご意見につきましては，今後の具体
的な施設の検討において参考にさせて頂きます。
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106

多くの市⺠が憩い集まり交流できるためにシンボリック
な建物が必要であると考える。復興を目指している人に
とって復興へ向けてのシンボル，災害からの復興を発信
できる場になりえるもので多くの人に「訪れてみたい」
と感じさせる魅力ある施設であるべき。具体的には施設
は著名な建築家に設計を依頼するなど話題性を持たせ真
備町の観光名所となり，施設内では真備町をはじめ倉敷
市の特産品を使った料理を堪能できるレストラン・カ
フェエリアや特産品を購入できるショップエリアなどを
配置してほしい。

107

川を感じ楽しむためには「川でのアクティビティー」や
「川あそび」を提供することが必要。それに付随し温浴
施設や清潔なトイレ等があれば，より集客力も増すと思
う。また，キャンプなどが可能になれば市外からの観光
客誘致も可能となり，発災時には入浴施設や衛生施設と
して活用できる。防災拠点や避難場所の観点からも施設
の充実をお願いしたい。

108

復興防災公園に，防災学習センターやグラウンドゴル
フ，マレットゴルフ等のクラブハウスを設置してほし
い。また，道の駅のような店舗を設置し，地域再生がで
きればと思う。建物の場所は道路に平行に北側奥で建物
前に交流と憩いゾーンを設け，道路側全体を駐車場にし
てほしい。

109

防災センター，クラブハウス，道の駅，軽⾷喫茶，テン
トスペース，真備町内外から人が多く集まり休憩できる
場所を作り，地域再生と雇用につなげてほしい。また，
イベントなどの情報をインターネットで配信してほし
い。

本公園の整備にあたっては，日頃から，地域住⺠だけで
なく，市⺠の憩いの場となり，市内外からの来訪者が交
流できる場の整備を検討しており，イベントスペースの
ある憩いの広場や建屋等の整備も検討しております。ま
た，頂いたご意見につきましては，今後の具体的な施設
の検討において参考にさせて頂きます。

110

休日など多くの市⺠が集う際は，堤防敷道路を歩行者天
国として開放し公園と川を⼀体的に感じ楽しんでもらう
ことが可能になると思うので，そういった利用ができる
ような道路整備・堤防整備をしてほしい。

小田川沿川の堤防道路は，現在，生活道路としても利用
されているため，歩行者専用道路としての利用は難しい
と考えておりますが，頂いたご意見につきましては，今
後の具体的な施設の検討において参考にさせて頂きま
す。

111

復興防災公園を吉備路サイクリングロードの終着地とし
て整備することで，観光客やサイクリスト，マラソンラ
ンナーなどを誘致することができると思う。また，日本
遺産の構成自治体である岡山市，総社市，倉敷市の3市
が⼀体となって復興を後押ししていくことで，観光への
相乗効果も期待できるのではないか。サイクリングやラ
ンニング等で小田川の堤防や付替え堤防を体感いただく
ことで，安⼼安全なまち真備町を発信できるのではない
か。

本公園の基本計画では，堤防道路を利用したサイクリン
グなどをイメージとして盛り込んでおり，地域の皆さま
や，市内外から来訪された方々にも，スポーツやレクリ
エーション等，川を感じながら憩える空間づくりを行う
ことで，真備の魅力発信につなげてまいりたいと考えて
おります。

本公園に整備を検討している建屋は，災害時の活動拠
点、水防活動に必要な緊急用資材等を備蓄する防災倉庫
として整備し，併せて，平常時に防災学習等、防災意識
を高める場、真備の魅力を発信する場として活用したい
と考えております。また，建屋の配置はアクセスしやす
いように園の中央部とし，トイレも併設します。駐車ス
ペースについては，平常時の駐車場を道路側に整備する
ほか，災害時には，⼀時避難ゾーンとして，隣接する芝
生広場・多目的広場も活用したいと考えております。ま
た，頂いたご意見につきましては，今後の具体的な施設
の検討において参考にさせて頂きます。
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112

公園全体の運用と維持管理を国・市と連携し，住⺠，ま
ち協も参加し河川敷管理組合をつくり，
多くの方々に親しまれ，賑わいのある公園にしてほし
い。

113
箭田まちづくりが取り組んでいる樹林化防止・河川敷草
原化の取組を地区内の小田川河川敷全体に広げられない
か。

114

清掃や剪定などの管理と人の目の行き届くクリーンな公
園を目指してほしい。それには，地域住⺠のボランティ
アだけに頼らず，有償で管理人を配置し雇用も生んでほ
しい。また，住⺠の意見がしっかりと盛り込まれている
公園になれば，住⺠が公園に愛着をもち，大切に維持管
理できるのではないか。

115
復興防災公園は，地域住⺠が優先的に使用できるように
してほしい。

116

地域内のつながり（コミュニティ）をより強固にしてい
くためにも集落など地域の人々の集いの場の確保は喫緊
の重要課題である。このため周辺地域の集会所やサロン
としても活用できる機能を持たせてほしい。なお，具体
的な整備内容については，周辺地域住⺠の意見も⼗分聴
いていただき可能なものは反映してほしい。

117
復興防災公園（仮称）には，周辺の地域住⺠が集える集
会所を設置してほしい。

118
復興防災公園（仮称）には，地域コミュニティ専用の物
置倉庫を設置し，設計段階での情報を地域住⺠へ開示し
てほしい。

119
復興防災公園（仮称）には，設置する集会所の軒下面積
を大きくしてほしい。

120
復興防災公園（仮称）には，雨天でも活用できる屋根の
ある憩いの場を設置してほしい。

121
復興防災公園（仮称）には，女性や高齢者が公園のトイ
レを安全・安⼼に利用できるような設備を数基設置して
ほしい。

122

復興防災公園（仮称）等の基本計画（案）のゾーニング
を見ると，当会が提案・要望してきた災害伝承館（仮
称）の設置について考慮されていない。伝承館（仮称）
の設置については，国・県・市に要望書を提出済みであ
り，3行政機関連携のもとで対応していただけると確信
している。
ついては，これを実現して頂くための構想案を次のとお
り提案する。
（第1案）復興防災公園の整備予定地を大幅に拡大し，
伝承館の設置スペースを確保してほしい。
（第2案）復興防災公園の整備予定地以外に適当な予定
地を選定して台地化し，伝承館を建設し，併せてこの台
地には道の駅などを誘致し，川辺・有井地区の⼀時避難
場所も並置するなど，全国のモデルとなり得る復興の町
のシンボルゾーンとして全国に発信してほしい。

市としましては，平成３０年７⽉豪雨災害に関する防災
意識の向上につながる資料は，防災教育の観点から非常
に大切なものであり，保存・活用すべきものと考えてお
ります。今後，どのような展示物があるかどうかも含
め，研究してまいりたいと考えております。

本公園には，災害時に必要な資材等を備蓄する防災倉庫
の整備と併せて，平常時には「住⺠の憩いの場」「真備
の魅力を発信する場」等として活用できる建屋及びトイ
レを整備する予定です。しかしながら，特定の地域コ
ミュニティ専用の集会所や倉庫（物置）の設置は難しい
と考えております。

本公園には，災害時に必要な資材等を備蓄する防災倉庫
の整備と併せて，平常時には「住⺠の憩いの場」「真備
の魅力を発信する場」等として活用できる建屋及びトイ
レを整備する予定です。また，頂いたご意見につきまし
ては，今後の具体的な施設の検討において参考にさせて
頂きます。

本公園の維持管理については，行政，地域住⺠等が連携
し，継続的に運営管理できる仕組みづくりが必要と考え
ております。また，頂いたご意見につきましては，今後
の具体的な施設の検討において参考にさせて頂きます。
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123

平常時の防災教育の場となるよう，交流施設へ真備地区
の水害の記録の掲示，土嚢の作成体験イベントを実施し
てほしい。また，敷地内にマンホールトイレや防災用ベ
ンチを整備し，地域の学生や自主防災組織と防災訓練を
実施してほしい。

本公園は，防災教育の場としての活用も検討していると
ころであり，頂いたご意見につきましては，今後の具体
的な施設の検討において参考にさせて頂きます。

124

事業期間を短縮するためにデザインビルドで発注するこ
とで総費用も安価になると考えられるので，静岡県函南
町のPFI事業なども参考にしてはどうか。
国道486号線と支援学校の間にある田園を活用して道の
駅を整備し，復興防災公園（仮称）と連携して，真備町
さらには倉敷市の魅力を発信するとともに避難所として
活用できる施設を計画してはどうか。
多くの人が集まる公園となるようイベントやマルシェを
開催できる公園を整備してほしい。

頂いたご意見につきましては，今後の具体的な施設の検
討において参考にさせて頂きます。


